
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報入力装置と、情報格納装置と、情報演算装置と、情報出力装置を有し、各構造物に
おける劣化 要因

に係る要因データと過去の補修施工・未施
工の実績データを 用い

補修工事の要否を分離する 判別境界線又は判別境
界面（以下、判別境界線を含めて判別境界面という。） 基準として、ある構造物にお
ける補修工事の必要度を演算する構造物補修施工計画支援システムであって、
　前記情報入力装置は、前記 構造物における劣化の要因データと、

前記判別境界面を構成する境界データとを、
前記情報格納装置に入力可能な手段であって、
　前記情報演算装置は、前記境界データを前記情報格納装置から読み出して、この境界デ
ータ が 構成される
に 、前記 読み出

要因データ

を座標 として入力する解析条件設定部と、
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に関係する複数の を、２次元以上の空間（以下、多次元空間という。）を
構成する座標軸上に対応させ、前記複数の要因

教師値として 、前記複数の要因に係る要因データに対応した補修工
事の要・否を定量的数値で表現しながら、放射状基底関数ネットワーク又はサポートベク
ターマシンを用いて解析することで、前記多次元空間内で前記補修工事の要と否の境界を
形成させ、この境界を前記 ことが可能な

なる

ある この劣化の要因デ
ータが取得された時点を表す時期データと、

から構成される判別境界面 、前記要因を次元として 多次元空間の座標中
形成され、この多次元空間の座標中に 情報格納装置から した前記ある構造

物のある時点及びこのある時点とは異なる後の時点における劣化の 又は前記情
報入力装置から入力された前記ある構造物のある時点及びこのある時点とは異なる後の時
点における劣化の要因データ 点
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